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令和７年度（２０２５年度）採用分特別研究員（ＰＤ・ＤＣ・ＲＰＤ）の募集について 

 
※各事業で提出期限が異なるため注意。「評価書」の作成依頼はお早めに。 
※ＰＤは研究機関移動が必須。博士を取得した機関（指導教員含む）と別の機関を受入機関とすること。 
※特別研究員事業の申請と併せて特別研究員奨励費の応募を同時に受け付けることとなっております。

特別研究員奨励費を必要とする場合は特別研究員の申請と同時にしか受け付けませんので、今回必

ず応募してください（重要）。 
※令和７年度（２０２５年度）採用分よりＲＰＤの申請資格が一部緩和されております。詳細について

は、募集要項をご確認ください。 
 

１．手続きの概要 

１－１．申請に係る問合せ窓口（申請部局） 
電子申請システムの ID・パスワード発行依頼、申請に関する質問、提出後の修正依頼等は、採用後

の受入研究者の所属する部局へご連絡ください。 
＜申請部局連絡先＞ 
担当部局：人間・環境学研究科 
担当部署：総務掛 
内線番号：6536 
メール：110fellow@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 

 
【参考】部局コードおよび担当者連絡先一覧 
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/recruit/scholar/jsps 

※DC１申請者で他大学へ進学予定の場合は、申請時に在籍する大学の学籍上の所属部局（研究科等）

へご連絡ください。 
  
１－２．申請スケジュール（詳細は「２．申請の流れ」を参照） 

事項 RPD PD・DC 

①電子申請システムの ID 等発行依頼 随時 

②申請書等様式のダウンロード、作成 随時 

③電子申請システム入力開始 ３月上旬（予定） ４月上旬（予定） 

④チェック希望提出期限（希望者のみ） ４月１１日（木）９時 ５月８日（水）９時 

⑤事務チェック分返却 ４月１８日（木）目途 ５月２０日（月）目途 

⑥本提出期限（全員） ※厳守※ 

 必ず「申請機関受付中」の状態にすること 
５月９日（木）９時 
（注１） 

５月２９日（水）９時 
（注１） 

⑦JSPS へ提出 ※その後の申請不可※ 
事務本部にて提出処理 

５月１３日（月）１３時

（注２） 
６月３日（月）１３時

（注２） 
   (注１)特別研究員奨励費の応募の確認のため、例年よりも本提出期限が前倒しになっております。 
   (注２)事務本部での申請は一括して行います。それまでは申請機関受付中となりますのでご留意ください。 
 
２．申請の流れ 

最初に JSPS の Web サイト掲載の募集要項で申請資格を確認してください（DC・PD・RPD）。 
 

別紙３：申請者向け ※部局等で記載内容と異なる対応をされている場合等は、本内容を改変、

付記いただいて差し支えありません（※特に黄色マーカーの箇所）。 

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/recruit/scholar/jsps
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_dc_yoko.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_pd_yoko.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_rpd_yoko.pdf
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２－１．電子申請システムＩＤの取得 
「研究者養成事業」電子申請システムの ID が必要です（国際交流事業、科学研究費助成事業申請用

の ID とは異なります）。ログインページはこちら。 
○ID 取得済の方 

過去に取得した ID はそのまま使用できます。 
 
○新規取得する方、パスワードを紛失された方 

「電子申請登録依頼書（研究者養成事業）」を申請部局へメールで提出してください。 
※本 ID は海外特別研究員（RRA 含む）、若手研究者海外挑戦プログラムの申請にも使用できますが、

各事業で定める申請部局が異なる場合は、別途 ID を取得してください（海外特別研究員等は申請

者の所属部局（学生の場合は学籍上の所属部局）から申請）。 
 
２－２．申請書の作成 
必ず申請書作成要領（DC・PD・RPD）及び操作手引を熟読の上、作成してください。 

Ⅰ．申請内容ファイルの作成、「申請書情報」の入力 
JSPS の Web サイトから様式をダウンロードし、申請内容ファイルを作成します（現時点で作業

可能）。 
電子申請システム公開後（時期は１－２③参照）、システムにログインし申請書情報を入力します。 
※PD は「採用後の受入研究者」及び「評価書作成者」、DC は「現在の研究指導者」、RPD は「評

価書作成者」に入力した情報が評価書に反映されますので、入力内容に間違いがないか十分に注

意してください。評価書作成後に当該情報を修正した場合は、評価書の再提出が必要になりま

す。修正・変更すると評価書に影響が出る項目については、こちらを参照してください。 

Ⅱ．「評価書」の作成依頼 
評価書の作成依頼は申請書情報の入力後に可能となります。作成依頼をすると、Ⅰで登録したメー

ルアドレスに評価書作成用の ID 等が送られ、評価書作成者はそれをもとに電子申請システムにて

評価書を作成します。なお、申請者は電子申請システム上で作成状況を確認することができます。 

Ⅲ．「申請内容ファイル」の登録 
Ⅰの申請内容ファイルを電子申請システムに登録します。文字化けがないか等を確認してくださ

い。 

Ⅳ．特別研究員奨励費応募調書の入力 
令和６(2024)年度採用分から引続き令和７（2025）年度採用分においても、特別研究員事業の申請

と併せて特別研究員奨励費の応募を同時に受け付けております（※1）。特別研究員奨励費を必要と

する場合は特別研究員の申請と同時にしか受け付けませんので、今回必ず応募してください。応

募調書の入力については、募集要項の「Ⅱ 科研費公募要領」を確認してください。 

なお、PD・RPDに応募する場合、申請手続は「雇用 PD等（※2）」と「フェローシップ型 PD等（※

3）」とで変わりません。よって、雇用 PD等の場合でも、特別研究員奨励費の研究計画調書には研

究費の計画を記載し、特別研究員奨励費（雇用 PD 等）（※4）の計画を含める必要はありません。 

※1 特別研究員奨励費の申請も「研究者養成事業電子申請システム」で行います。 

※2 受入研究機関が雇用支援事業における雇用制度導入機関であり、当該機関に雇用されて、受

け入れられる特別研究員。制度の詳細については、本通知の「５．研究環境向上のための若

手研究者雇用支援事業」を参照。 

※3 特別研究員 PD、RPDが受入研究機関に雇用されず、日本学術振興会から研究奨励金の支給を

受けることになる特別研究員。 

※4 受入研究機関が雇用する PD 等１人あたりの交付額 100 万円／年（別途、間接経費 30％が交

付予定）。 

 

https://www-yousei.jsps.go.jp/yousei1/shinsei/index.html
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_sakusei_dc.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_sakusei_pd.pdf
https://www.jsps.go.jp/file/storage/j-pd/data/recruiting/2_sakusei_rpd.pdf
https://www-shinsei.jsps.go.jp/topyousei/download-yo.html#a2
https://www-shinsei.jsps.go.jp/topyousei/yousei_taiken/tokken/hyokasha.html
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Ⅴ．特例措置希望理由書の作成  ※PD の該当者のみ 
受入研究機関の特例措置を希望する方のみ電子申請システムに入力してください。 
PD は研究機関（指導教員含む）移動が必須ですが、やむを得ない事由に該当する場合は、「特例措

置希望理由書」を提出し、特例措置を希望することができます。詳細はこちら（PD 申請資格審査

ガイドライン）をご参照ください。 
 
２－３．申請書の提出、提出後の修正等 
○申請書管理画面で「確認完了・提出」をクリックし、「申請機関受付中」としてください。 
○提出後に修正する場合は、申請部局へ却下処理を依頼してください。ただし、本提出期限以降は修

正できません。 
○チェック希望提出期限の時点で申請状況が「申請機関受付中」（全て提出済み）又は「申請書情報

未確認」、「申請書未提出」（申請書情報入力済み）の申請書は事務的なチェック（様式改変の有

無、空欄項目の有無確認等）を行います。申請状況の意味は、電子申請システムの「処理状況確認・

申請書作成再開」の「処理状況一覧」の下部から参照できます。 
指摘事項がある場合は申請部局から連絡しますので、修正する際は申請部局へ却下処理を依頼し、

本提出期限までに再提出してください。 
○事務チェックを受けない場合でも、本提出期限までに提出されていれば申請可能です。 
○本提出期限までに「申請機関受付中」となっている申請書について、事務部から JSPS へ提出しま

す。一括で提出する必要があるため、期限を過ぎると申請できません。 
 
３．研究倫理教育 

採用に当たっては、研究倫理教育の受講が必要です。採用の際には本学の定める研究公正研修を受講す

るようにしてください。http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/kensyu 
 

４．申請支援情報（学内限定） 

学術研究展開センター（KURA）のホームページにて、特別研究員への申請支援情報が掲載されており

ます（学内限定）。申請書作成の際など適宜ご活用ください。 
 日本学術振興会特別研究員（DC・PD・RPD・海外特別研究員）への申請支援 

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/seifu/gakushin/ 

 学振申請の教科書－JSPS 特別研究員制度の概要と申請への手引き－ 
https://ecr.research.kyoto-u.ac.jp/cat-a/a1/1841/ 

 特別研究員採択者および審査員経験者によるインタビュー動画 
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/seifu/gakushin/fellow_movie/  

 【参考】科研費申請書の教科書 

https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/kaken/kyoukasyo/ 
 
５．研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業（※ＰＤ、ＲＰＤのみ） 

日本学術振興会において、従来雇用関係がなく不安定な身分となっていた特別研究員－PD・RPD・CPD

（以下「PD等」という。）について、受入研究機関で雇用することを可能にするとともに、当該研究機

関の責任において PD 等の育成と研究環境の向上を図るため、令和５（2023）年度より「研究環境向上

のための若手研究者雇用支援事業」が実施されております。本学は、本事業に申請し、令和５年１０月

１日から日本学術振興会特別研究員-PD 等の雇用を開始しており、令和７(2025)年度新規採用の PD 等

のつきましても、原則本学で雇用される（※）こととなります。雇用条件等の詳細については、受入部

局の事務担当者までお問い合わせください。なお、雇用に必要な手続きについては、採用内定者が決定

次第、別途部局担当者を通じてお知らせします。 

※ 本事業の時限的措置として、令和７(2025)年度新規採用分については、PD等が自ら雇用を希望しな

い場合、本学で雇用しないこと（フェローシップ型）も可能となっております。 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd_sinsa.html
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/rule/suishin/kensyu
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/seifu/gakushin/
https://ecr.research.kyoto-u.ac.jp/cat-a/a1/1841/
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/seifu/gakushin/fellow_movie/
https://www.kura.kyoto-u.ac.jp/support/kaken/kyoukasyo/
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＜「フェローシップ型 PD等」と「本学で雇用される PD等（雇用 PD等）」の主な違い＞ 

 
 研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業（日本学術振興会ホームページ） 

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd-koyou/ 

 研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業（京都大学ホームページ） 
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/recruit/scholar/jsps#a02 
 

 

フェローシップ型PD等 雇用PD等

「日本学術振興会特別研究員（PD,RPD,又はCPD）」
　※京都大学研修規程に基づき受入

「特定研究員（学振PD,学振RPD,又は学振CPD）」
　※特定有期雇用教職員就業規則に基づき雇用（裁量労働制）

採用期間：PD・RPD：3年間、CPD：5年間
※特別研究員の採用中断制度有（出産・育児・介護・傷病）

雇用期間：PD・RPD：3年間、CPD：5年間
※本学規程に基づく各種休暇等有（年次有給休暇、特別休暇等）
※特別研究員の採用中断制度有（出産・育児・介護・傷病）

PD・RPD：362,000円、CPD：446,000円
※研究奨励金として日本学術振興会から支給

PD・RPD：362,000円～、CPD：446,000円～
※別財源を用いて増額することも可能

公的年金 国民年金（第1号被保険者） 厚生年金（第2号被保険者）

健康保険 国民健康保険 文部科学省共済組合

雇用保険 なし 適用有り

労災保険等 日本学術振興会が加入する傷害保険 適用有り

所得税 日本学術振興会が源泉徴収 本学が源泉徴収

住民税 各自で納付 給与から天引き

控除制度
研究奨励金のうち、生活に係る経費ではなく研究課題及び研究計画を
遂行するために要する経費については、研究奨励金の3割相当額を上限
に「研究遂行経費」として所得税・住民税の課税対象から除外可能

「研究遂行経費」の取扱いなし

（研究費）最大450万円（採用期間・応募区分により異なる）
（学術条件整備）なし

（研究費）最大450万円　※フェローシップ型と同様
（学術条件整備）100万円／年・人　※別途間接経費30%も交付

科研費
（特別研究員奨励費）

身分

採用期間
（雇用期間）

給与（月額）

社
会
保
険

税
金

https://www.jsps.go.jp/j-pd/pd-koyou/
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/recruit/scholar/jsps#a02
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